
■所在地：中原区等々力１－１(等々力緑地内)
■建築年月日：昭和５２年１月(築４０年) ＲＣ２階建て １階部分
■延床面積：３２９．１７㎡(全市平均：３５０㎡)
■施設運営：指定管理者制度

      第１期(H18.4.1～H21.3.31)≪中原区社会福祉協議会≫
      第２期(H21.4.1～H26.3.31)≪中原区社会福祉協議会≫
      第３期(H26.4.1～H30.3.31)≪中原区社会福祉協議会≫
■利用状況：年間利用者数 １６，３５４人／１日平均利用者数５５人(平成２８年度)
      ※川崎市平均 １２，２３７人／４１人

■特記事項：建物は建設緑政局公園管理課の所管。

１ 施設の現状

等々力老人いこいの家の指定管理期間の更新について  ～等々力硬式野球場改築工事スケジュールの変更に伴う指定管理者の非公募更新について～

２ 建物移転の経緯

■建物移転決定の経緯(平成２４年度)
①現在の建物は、耐震診断(平成７年度)の結果、補強不要となっていたが、当時、築３６年を経過し老朽化が
進んでいたことから、将来的に多額の修繕費用等が必要な状況であった。

②近隣に「ごうじいこいの家」が存在するが、利用者数がいこいの家の中でも多い施設であり、収容能力の

観点から、「等々力」の利用者を「ごうじ」で受け入れることは困難であった。

 ※「ごうじいこいの家」：年間利用者数１７，３７８人／１日平均利用者数５９人(平成２４年度実績)
③等々力緑地以外への移転については、周辺地域における代替地の確保が困難な状況にあった。

等々力緑地再編整備計画において、緑地内での移転を検討した結果、現在のいこいの家に近接し、直近で

整備が予定されている硬式野球場への複合化による整備を行い、平成２９年度中の硬式野球場の整備完了に

併せ、平成３０年度に移転する計画とし、平成２５年３月に「等々力いこいの家運営委員会」において地元

説明を行い、移転に関する調整を行ってきた。

３ 指定管理期間について

■指定管理期間

 等々力緑地の再編整備に伴い、等々力いこいの家は平成３０年度に移転する計画であったことや、地元との

調整の中で設備等に関する仕様の変更などが想定されたことから、第３期指定管理期間については、同一グル

ープ内で他の区内６箇所のいこいの家と差別化を図り、平成２６年度から平成２９年度までの４年間として平

成２５年度に公募を行っている。

■グルーピングによる運営

 平成１９年度の包括外部監査(こども文化センターの運営)において、「民間事業者にとって、ある程度まと
まった単位の施設が指定管理者に選定されなければ採算性の確保ができず、応募を見送った可能性もあるな

ど、施設数が多いことを考慮すると複数の施設単位でのグルーピング化も有用。」との指摘を踏まえ、こども

文化センターについてグルーピングによる公募を実施している。

 いこいの家においても、施設の保守委託業務などにおけるスケールメリット、一定地域における複数施設の

同一の指定管理者が管理することによる、施設・地域団体との連携による相乗効果、事務手続きの簡素化と事

業者等が応募しやすい条件となることでの競争原理の活性化等のメリットを勘案し、行政区を単位としてグル

ーピング化による公募(期間:H26.4.1～H31.3.31)を行い、現在、各区同一の指定管理者が運営を行っている。

４ 等々力硬式野球場改築工事の状況

■工事期間

 当初、等々力緑地の再編整備(等々力硬式野球場改築)に伴って平成３０年度に移転する計画であったが、その
後、完成期限が平成３０年９月末に変更となり、平成２８年６月に工事に着手した。

 さらに、工事開始後、①現状地盤(土壌)に含まれるゴミ、②現状地盤(土壌)の軟弱部分、③排水路等の地中障
害、支持層が想定以上に深いことが判明し、現時点での完成時期は１年以上の遅れが生じ、平成３０年度中の移

転は不可能な状況から、等々力いこいの家の移転時期についても影響が生じている。

５ 次期指定管理期間への対応

【次期指定管理期間についての庁内検討】 

・グルーピングの導入により、他の区内６箇所の施設と合わせ、保守委託業務や物品等の一括購入におけるスケー

ルメリットや利用者意見・要望を情報共有により全体的な業務改善につながっていること。 

・グルーピング導入による効率的・効果的な管理運営のためには、指定管理期間を区内いこいの家と統一する必要

があり、１年間の公募では事業者の採算性確保の問題や事務引継等により安定した利用者サービスの継続に支障を

来たす可能性があること。 

【健康福祉局指定管理者選定評価委員会・高齢者施設部会からの意見】 

・現指定管理者(中原区社会福祉協議会)の平成２６～２８年度評価においては、概ね事業計画書に沿い、全体的に 

安定した管理・運営がなされている。 

等々力いこいの家については引き続き指定管理者制度を活用するとともに、次期指定管理期間については、他の

区内６箇所のいこいの家と合わせ、平成３０年度の１年間とした上、一体的で効率的・効果的な施設運営を行うこ

とができる団体は現指定管理者の１団体に特定されることから、非公募による更新を行うべきである。 

６ 指定管理期間及び硬式野球場整備のスケジュール

次期指定管理期間に関する方針：非公募による更新
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